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【特集】人生・生活・社会の「幸福／well-being」を考える 

―現代行動科学会第 35 回大会テーマセッションから― 

「ほどほど」の良さと難しさ 

 

髙橋 しのぶ（岩手県警察） 

 平成 20 年に大学院を修了後、岩手県警察官として勤務して 11 年目。盛岡西警察署、警

察本部勤務を経て、今年度から盛岡東警察署兼警察本部少年課勤務となった。これまで、

臨床心理士資格を持つ警察官として、主に被害者支援業務や支援を必要とする少年への面

接・心理検査などに携わってきた。平成 23 年に長男を出産し、約 1年半の産休育休の後に

職場復帰。平成 25 年に次男、28 年には長女を出産し、いずれも生後半年で保育園に預け

て職場復帰した。育児に関する様々な制度を利用しながら現在に至るが、常に、職場にも

子どもたちにもどちらにも「申し訳ない」という思いを抱えながら生活している。 

 今回のお話をいただいてから、私にとっての「幸福／well-being」とは何だろうか、と、

ずっと考えていたが、なかなか答えは出なかった。 

 仕事では、唯一「○○ちゃんのお母さん」という属性を離れて私個人として人間関係を

構築し、評価される一方で、仕事に支障を来す理由は育児に纏わるものがほとんどであり、

当たり前のことではあるが、私は「働く母親」であることから逃れられない。保育園・学

童保育の送迎や病気の際の対応をほぼ一人でやらざるを得ない環境もあり、やりたい仕事

なのに時間の都合で引き受けられないことの悔しさ、翌日出勤できる保障がないことの危

機感をこれほど感じることになるとは、子をもつ前は思いもしなかった。仕事と家庭の両

立という、自分が望んだ生活が目の前にあるはずなのに、両立どころかどちらも中途半端

という思いが年々募っていった。 

 そんな「中途半端でダメな感じ」が、いつからか、どちらもほどほどでも、生活全体と

してそれなりにうまく廻っていればそれでいいんじゃないかと思えるようになった。仕事

では、やりたいことを思うようにできなくても、やらなければならないことをしっかりや

って迷惑を掛けないこと。育児は、子どもたちと接する時間が思うように取れなくても、

毎日子どもたちが笑っていればそれでいいかと、いつの間にか思うようになっていた。職

業人としての私、母としての私、私個人としての私、そのどれもが満足できる自分でない

としても、どれも 4割ぐらいの満足度だとしても、全部合わせれば 120％になるのだから、

それって幸せなことじゃないか、という発想の転換ができていた。 

 以前の私は、自分がいかに満足できるか、やりたいことをやりたいようにできるかが幸

福感に繋がっていたと思うが、両立 8年目となった現在では、いかに満足できなくても、

今の自分には（あるいは子どもたちには）これで良かったんだと妥協できること、または

これがその時の自分に最大限できたことだと納得できることが「幸福／well-being」であ

ると考えるようになった。 

 子どもの成長は待ってはくれないし、年齢相応の仕事上のキャリアも待ってはくれない。

仕事にも育児にも常に焦りを感じる日々の中で、その時々にほどほどだと思える状態を見

つけながら、これからも日々の生活を重ねていけたら幸せだと思う。 
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為すべきことを為す 

 

久保 優司（ふくしま中央森林組合） 

 平成元年に卒業後、24 年間、盛岡地方検察庁に勤務した。平成 25 年 4 月、福島県に移

住して林業に転職。妻は行動科学の後輩で、共に移住し、福島県内でスクールカウンセラ

ーをしている。 

 私にとっての幸福／well-being は、為すべきことを見つけ、それに向かうこと、それ自

体だと思っている。 

検察庁時代、11 年間を検察官事務取扱として捜査、起訴・不起訴の事件処理、公判に従

事していた。捜査の目的は、事実認定と適正な処分をすることにあるが、私は、被疑者や

被害者が抱えてしまった心の「負」の部分を少しでも減らすことも検察官の役割と考え、

罪の意識が希薄な被疑者にはその重さを納得させ、怒りや恨みの心を膨らませた被害者の

心を平穏に戻すために仕事をしていた。深夜の帰宅や土日出勤が当たり前であり、苦しい

ことも多々あったが、為すべきことを為していることで充実していた。 

3.11 の災害が起き、沿岸部にがれき撤去のボランティアに通い、その後、福島県に除染

ボランティアに通った。茫然とする被災者にがれき撤去は酷であり、原発事故による被害

回復を被害者が行うのは理不尽で、加害者若しくは他地域の者が被害回復にあたるべきと

考え、これも自分の為すべきことと思って活動していた。 

林業の仕事に就き、木や自然が、生命体全ての命の根源であることを実感した。また、

命を育て、奪う仕事であると共に、自らの命を危険にさらす仕事であることから命の尊さ

に気付かされた。さらに、時間軸の長い（50～100 年）仕事なので、今を生きる意味は、

過去から受け継いだものを後世に残すことであることを理解した。それで、今私が為すべ

きことは、木や自然の大切さを多くの人に理解してもらう活動やそれを通じて命の大切さ

を訴えること、整備が止まって「負」の遺産になりかねない森林の整備をすすめること、

そのために林業を再興すること、また、里山の子ども達が地元に誇りを持てるようにする

ことだと考え、活動を始めている。 

 ところで、為すべきことに向かっていけるのは、周囲の環境があってこそだと思う。経

済的な事情を含めた家族の理解はもちろん、職場での容認が不可欠である。そのためには、

自身の周囲に認めてもらえるほどの普段の努力、姿勢がなければかなわないことと思う。 

 

  




